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平成17年5月

㈱名古屋証券取

 

役員の異動について 

 

 

当取引所は、本日開催の取締役会において、役員の異動を内定しましたの

お知らせします。 

 

 

役員の異動（平成17年6月30日付） 

 

１．新任取締役候補者 

取締役     坂 口 省 吾（野村證券㈱常務執行役名古屋駐

 

 

２．新任監査役候補者  

常勤監査役   森 島 康 雄 

 

（ご参考）退任予定監査役 

常勤監査役   髙 松   明 

 

 

３．新任執行役員候補者 

常務執行役員  髙 松   明 
資料１
25日 

引所 

で、

在） 



略  歴 

 

新任取締役候補者 

氏    名 
（生年月日） 

略     歴 

坂 口 省 吾 
（昭和28年 5月27日生） 

昭和51年４月 野村證券㈱入社 
平成８年６月 同社札幌支店長 
同10年６月 同社取締役企業サービス業務担当 
同14年４月 同社常務取締役企業金融本部兼 

    金融マネジメント部担当 
同15年６月 同社常務執行役企業金融本部兼 
      金融マネジメント部担当 
同15年６月 野村ﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ㈱執行役（現任） 
同17年４月 野村證券㈱常務執行役名古屋 

駐在（現任） 
 

新任監査役候補者 

氏    名 
（生年月日） 

略     歴 

森 島 康 雄 
（昭和23年 5月 4日生） 

昭和48年５月 ㈱中部経済新聞社入社 
平成２年６月 当取引所入所 
同３年７月 当取引所総務部企画課長 
同７年９月 当取引所総務部総務企画課長 
同９年３月 当取引所市場部長 
同12年７月 当取引所常務理事 
同14年４月 当取引所常務執行役員（現任） 

 

新任執行役員候補者 

氏    名 
（生年月日） 

略     歴 

髙 松  明 
（昭和23年12月21日生） 

昭和48年４月 日本銀行入行 
平成５年10月 同行大阪支店文書課長 
同８年５月 同行福島支店長 
同11年９月 同行検査役 
同16年６月 当取引所常勤監査役（現任） 

  

以 上 



外国会社向け上場制度等の新設に伴う「業務規程」等の一部改正等について 
 

平成17年５月25日 

株式会社名古屋証券取引所 

 

Ⅰ．改正趣旨 

近年、当取引所には海外の証券関係者から外国会社の上場の可能性に関する照会が寄せられて

いる状況にある。当取引所に外国会社が上場することとなれば、我が国投資者にとって外国会社

への投資の機会がより身近なものとなり、また、海外の企業の資金調達の場として日本の証券市

場の一層の国際化にも寄与するものと考えられる。 

そこで当取引所は、外国会社向けの上場制度等を創設し、もって海外の資金需要の旺盛な企業

に対し日本市場での上場による資金調達の途を開くとともに、投資者に多様な投資対象を提供す

ることとする。 

 

Ⅱ．改正概要 

１．上場制度 

(1) 新規上場 

① 上場の申請 

外国株券を上場申請しようとする新規上場申請者は、「有価

証券上場申請書」及び次に掲げる書類及びその他の当取引所の

定める書類を提出するものとする。 

ａ．取締役会において上場申請を決議したことを証する書面 

ｂ．上場申請に係る株券見本 

ｃ．定款 

ｄ．上場申請のための有価証券報告書 

ｅ．幹事取引参加者が作成した推薦書（セントレックスへの新

規上場申請者は提出を要しない。） 

ｆ．有価証券上場申請書等に記載された法令に関する事項が、

真実、かつ、正確であることについての法律専門家の法律意

見書 

ｇ．有価証券上場申請書に記載された代表者が、当該株券の上

場に関し、正当な権限を有する者であることを証する書面 

ｈ．年次報告書・半期報告書・四半期報告書の写し 

ｉ．主要な事業活動の前提となる事項等について記載した書面

ｊ．株主数状況表 

ｋ．株式事務取扱機関及び配当金支払取扱銀行を指定している

ことを証する書面の写し 

ｌ．適時開示規則に規定する会社の代理人等を選定しているこ

とを証する書面の写し 

ｍ．セントレックスへの新規上場申請者である場合には、次の

書類 

(a) 新規上場申請者が高い成長の可能性を有していると認め

られる者である旨及びその成長に係る評価の対象とした事

（備   考） 

 

 

 

・有価証券上場規程第３

条第１項及び第２項、

同取扱い要領２(5)等 
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業について幹事取引参加者が記載した書面 

(b) 上場日以後３年間において年２回以上、投資に関する説

明会を本邦内において開催することについて確約した書面

(c) 適時開示規則に規定する会社の代理人等を通じて会社情

報の適時開示等を適切に行う旨を確約した書面 

② 上場審査基準 

上場審査は、次のａからｆまで及びｉからｋまでに適合し、

かつ、ｇ又はｈに適合するものを対象として行うものとする。

ａ．上場株式数 

上場株式数が、上場の時までに、当取引所の市場における

売買単位の2,000倍の数量に相当する数以上になる見込みの

あること。 

ｂ．本邦内株主数 

本邦内株主の数が、上場の時までに、300人以上になる見

込みのあること。 

ｃ．株式の分布状況 

特定の株主に著しく多数の株式が所有されていると認めら

れないこと。 

ｄ．上場時価総額 

上場日における上場時価総額が10億円以上となる見込みの

あること。 

ｅ．設立後経過年数 

株式会社として設立された後、上場申請日の直前事業年度

の末日までに３か年以上経過していて、かつ、継続的に営業

活動をしていること。 

ｆ．株主資本（純資産）の額 

上場申請日の直前事業年度の末日における株主資本（純資

産）の額が、３億円以上であること。 

ｇ．利益の額 

近１年間の利益の額が、１億円以上であること。 

ｈ．時価総額 

上場日における時価総額が1,000億円以上となる見込みの

あること。ただし、 近１年間における売上高が100億円未

満である場合を除く。 

ｉ．虚偽記載又は不適正意見等 

次の(a)から(c)までに適合していること。 

(a) 近２年間に終了する各事業年度若しくは各連結会計年

度の財務諸表等又は各事業年度における中間会計期間若し

くは各連結会計年度における中間連結会計期間の中間財務

諸表等が記載又は参照される有価証券報告書等（有価証券

届出書、発行登録書並びに発行登録追補書類及びこれらの

書類の添付書類及びこれらの書類に係る参照書類、有価証

券報告書及びその添付書類並びに半期報告書をいう。以下

同じ。）に「虚偽記載」を行っていないこと。 

 

 

 

 

 

 

・株券上場審査基準第４

条第２項等 
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(b) 近２年間に終了する各事業年度及び各連結会計年度の

財務諸表等に添付される監査報告書（ 近１年間に終了す

る事業年度及び連結会計年度の財務諸表等に添付されるも

のを除く。）において、公認会計士若しくは監査法人又は

これらに相当する者（以下「公認会計士等」という。）の

「無限定適正意見」又は「除外事項を付した限定付適正意

見」が記載されていること。 

(c) 近１年間に終了する事業年度及び連結会計年度の財務

諸表等に添付される監査報告書並びに 近１年間に終了す

る事業年度における中間会計期間及び連結会計年度におけ

る中間連結会計期間の中間財務諸表等に添付される中間監

査報告書において、公認会計士等の「無限定適正意見」又

は「中間財務諸表等が有用な情報を表示している旨の意

見」が記載されていること。 

ｊ．株式事務取扱機関及び配当金支払取扱銀行の指定 

株式事務（名義書換事務及び株券発行事務を除く。）及び

配当金支払事務を行う当取引所の承認する株式事務取扱機関

及び配当金支払取扱銀行を指定しているか又は当該機関等か

ら指定についての内諾を得ていること。 

ｋ．株式の譲渡制限 

株式の譲渡につき制限を行っていないこと。ただし、株式

の譲渡に関して制限を行うことが本国の法律の規定の適用を

受けるために必要と認められる場合又はこれに準ずる場合で

あって、かつ、その内容が当取引所の市場における売買を阻

害しないものと認められるときはこの限りでない。 

③ セントレックスの上場審査基準 

セントレックスへの上場申請が行われた外国株券の上場審査

は、次のａからｆまでに適合するものを対象として行うものと

する。 

ａ．株式の分布状況 

次の(a)及び(b)に適合していること。 

(a) 上場申請日から上場日の前日までの期間に、当取引所の

市場における売買単位の500倍の数量に相当する数以上の

上場申請に係る株券の公募又は売出しを行うこと。 

(b) 本邦内株主の数が、上場の時までに、300人以上になる

見込みのあること。 

ｂ．上場時価総額 

上場日における上場時価総額が５億円以上となる見込みの

あること。 

ｃ．売上高 

成長事業に係る売上高が上場申請日の前日までに計上され

ていること。 

ｄ．虚偽記載又は不適正意見等 

次の(a)から(c)までに適合していること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・株券上場審査基準第６

条第２項等 
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(a) 「上場申請のための有価証券報告書」に添付される監査

報告書（ 近１年間に終了する事業年度及び連結会計年度

の財務諸表等に添付されるものを除く。）において、公認

会計士等の「無限定適正意見」又は「除外事項を付した限

定付適正意見」が記載されていること。 

(b) 「上場申請のための有価証券報告書」に添付される監査

報告書（ 近１年間に終了する事業年度及び連結会計年度

の財務諸表等に添付されるものに限る。）及び中間監査報

告書において、公認会計士等の「無限定適正意見」又は

「中間財務諸表等が有用な情報を表示している旨の意見」

が記載されていること。 

(c) 「上場申請のための有価証券報告書」に添付される監査

報告書又は中間監査報告書に係る財務諸表等又は中間財務

諸表等が記載又は参照される有価証券報告書等に「虚偽記

載」を行っていないこと。 

ｅ．株式事務取扱機関及び配当金支払取扱銀行の指定 

株式事務（名義書換事務及び株券発行事務を除く。）及び

配当金支払事務を行う当取引所の承認する株式事務取扱機関

及び配当金支払取扱銀行を指定しているか又は当該機関等か

ら指定についての内諾を得ていること。 

ｆ．株式の譲渡制限 

株式の譲渡につき制限を行っていないこと。ただし、株式

の譲渡に関して制限を行うことが本国の法律の規定の適用を

受けるために必要と認められる場合又はこれに準ずる場合で

あって、かつ、その内容が当取引所の市場における売買を阻

害しないものと認められるときはこの限りでない。 

④ 上場審査 

外国株券の上場審査は、新規上場申請書類及び質問等に基づ

き、それぞれ株券上場審査基準の取扱い１(2)ａからｄまで

（内国株券の上場審査）に掲げる基準及び次に掲げる基準に適

合するかどうかを検討するものとする。この場合において、新

規上場申請者の本国等における法制度、実務慣行等を勘案して

行うものとする。 

ａ 上場申請に係る株券が外国の証券取引所等において上場又

は継続的に取引されていない場合であって、当取引所のみに

上場申請が行われるときは、「上場申請のための有価証券報

告書（Ⅰの部）」に次に掲げる事項が記載されていること。

(a) 上場申請日の直前事業年度の末日の１年前の日から上場

日の前日までの間における次に掲げる事項 

イ 株主割当以外の方法による新株発行又は新株予約権若

しくは新株予約権付社債の発行の状況 

ロ 特別利害関係者等（開示府令第１条第31号イ又はロに

規定する者をいう。）が所有する株式数の変動の状況 

(b) 株式、新株予約権又は新株予約権付社債の所有者が、新

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・株券上場審査基準の取

扱い１(3) 
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規上場申請者又は新規上場申請者が元引受契約を締結する

証券会社との間において、上場後の一定期間におけるこれ

らの有価証券の保有に関する取決めを行っている場合に

は、その内容 

ｂ 株主の権利内容及びその行使が不当に制限されていないこ

と。 

ｃ その他公益又は投資者保護の観点から適当と認められるこ

と。 

⑤ セントレックスの上場審査 

セントレックスへの上場申請が行われた外国株券の上場審査

は、新規上場申請書類及び質問等に基づき、それぞれ株券上場

審査基準の取扱い５(1)ａからｅまで（内国株券のセントレッ

クスへの上場に係る上場審査）に掲げる基準及び次に掲げる基

準に適合するかどうかを検討するものとする。この場合におい

て、新規上場申請者の本国等における法制度、実務慣行等を勘

案して行うものとする。 

ａ 上場申請に係る株券が外国の証券取引所等において上場又

は継続的に取引されていない場合であって、当取引所のみに

上場申請が行われるときは、「上場申請のための有価証券報

告書（Ⅰの部）」に次に掲げる事項が記載されていること。

(a) 上場申請日の直前事業年度の末日の１年前の日から上場

日の前日までの間における次に掲げる事項 

イ 株主割当以外の方法による新株発行又は新株予約権若

しくは新株予約権付社債の発行の状況 

ロ 特別利害関係者等（開示府令第１条第31号イ又はロに

規定する者をいう。）が所有する株式数の変動の状況 

(b) 株式、新株予約権又は新株予約権付社債の所有者が、新

規上場申請者又は新規上場申請者が元引受契約を締結する

証券会社との間において、上場後の一定期間におけるこれ

らの有価証券の保有に関する取決めを行っている場合に

は、その内容 

ｂ 株主の権利内容及びその行使が不当に制限されていないこ

と。 

(2) 会社情報の適時開示等 

① 会社情報の開示 

上場外国会社は、当取引所が定める決定事項及び発生事実並

びに決算の内容等について適時開示するものとする。この場合

において、当該上場外国会社の本国における法制度等を勘案す

るものとする。 

② 会社の代理人等の選定 

上場外国会社は、本邦内に住所又は居所を有する者であっ

て、当取引所との関係において一切の行為につき当該上場外国

会社を代理又は代表する権限を有する者を選定するものとす

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・株券上場審査基準の取

扱い５(2) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・適時開示規則第２条 

 

 

 

 

・適時開示規則第20条 
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(3) 一部指定 

① 指定基準 

市場第二部銘柄である外国株券の市場第一部銘柄への指定

は、次のａからｅまで並びにｈ及びｉに適合し、かつ、ｆ又は

ｇに適合するものを対象として行うものとする。 

ａ．上場株式数 

上場会社の直前事業年度の末日等において、上場株式数が

当取引所の市場における売買単位の２万倍の数量に相当する

数以上であること。 

ｂ．株式の分布状況 

次の(a)及び(b)に適合すること。 

(a) 本邦内株主の数が直前事業年度の末日等において、

2,200人以上であること。 

(b) 特定の株主に著しく多数の株式が所有されていると認め

られないこと。 

ｃ．売買高 

近３か月間及びその前３か月間のそれぞれの期間におけ

る月平均売買高が、当取引所の市場における売買単位の200

倍に相当する数以上であること。 

ｄ．上場時価総額 

上場時価総額が40億円以上であること。 

ｅ．株主資本(純資産)の額 

直前事業年度の末日における株主資本（純資産）の額が10

億円以上であること。 

ｆ．次の(a)又は(b)に適合すること。 

(a) 近２年間における利益の額が、 初の１年間は１億円

以上、 近の１年間は４億円以上であること。 

(b) 近３年間における利益の額が、 初の１年間は１億円

以上、 近の１年間は４億円以上であり、かつ、 近３年

間の利益の額の総額が６億円以上であること。 

ｇ．時価総額 

時価総額が1,000億円以上であること。ただし、 近１年

間における売上高が100億円未満である場合を除く。 

ｈ．虚偽記載又は不適正意見等 

次の(a)及び(b)に適合していること。 

(a) 近５年間に終了する各事業年度若しくは各連結会計年

度の財務諸表等又は各事業年度における中間会計期間若し

くは各連結会計年度における中間連結会計期間の中間財務

諸表等が記載又は参照される有価証券報告書等に「虚偽記

載」を行っていないこと。 

(b) 近５年間に終了する各事業年度及び各連結会計年度の

財務諸表等に添付される監査報告書並びに各事業年度にお

ける中間会計期間及び各連結会計年度における中間連結会

計期間の中間財務諸表等に添付される中間監査報告書にお
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いて、公認会計士等の「無限定適正意見」若しくは「除外

事項を付した限定付適正意見」又は「中間財務諸表等が有

用な情報を表示している旨の意見」若しくは「除外事項を

付した限定付意見」が記載されていること。 

ｉ．その他（実質面の審査） 

(a) 上場会社及びその資本下位会社等により構成される上場

会社の企業グループの損益及び収支の見通しが良好なもの

であること。この場合において、当該企業グループの経営

活動が健全に継続される状況にあると認められるときで

あって、次のイからハまでのいずれかに該当するときに

は、当該損益及び収支の見通しが良好なものとして取り扱

うものとする。 

イ．上場会社の企業グループの 近における損益及び収支

の水準を維持することができる見込みのあること。 

ロ．上場会社の企業グループの損益又は収支が悪化してい

る場合において、当該企業グループの損益又は収支の水

準の今後における回復が見込まれるなど当該状況の改善

が認められること。 

ハ．新規上場申請者の企業グループの 近における損益又

は収支が良好でない場合において、当該企業グループが

近い将来に相応の利益を計上することが見込まれ、か

つ、当該企業グループの今後における損益又は収支の回

復又は改善が認められること。 

(b) 上場会社の企業グループが、上場会社が相応の利益配当

を行うに足りる利益を計上する見込みのあること。 

(c) 上場会社の企業グループの主要な事業活動の前提となる

事項について、その継続に支障を来す要因が発生している

状況が見られないこと。 

(d) 上場会社が提出する書類のうち企業内容の開示に係るも

のに、次に掲げる事項が分かりやすく記載されているこ

と。 

イ．本国等の法制度、上場会社及びその企業グループの財

政状態及び経営成績、役員・大株主・関係会社等に関す

る重要事項等、投資者の投資判断に重要な影響を及ぼす

可能性のある事項 

ロ．上場会社の企業グループの主要な事業活動の前提とな

る事項 

(e) 公益又は投資者保護の観点から適当と認められること。

② 一部指定の特例 

ａ．合併等の場合 

合併等（株式交換、株式移転、持株会社への組織変更及び

会社分割を含む。）に伴い再上場等が行われる外国株券のう

ち、当取引所が適当と認めるものについては、市場第一部銘

柄に指定するものとする。 
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ｂ．セントレックスからの上場市場の変更の場合 

セントレックスからの上場市場の変更が行われる外国株券

のうち、当取引所が適当と認めるものについては、市場第一

部銘柄に指定するものとする。 

ｃ．新規上場等の場合 

新規上場申請者の上場申請に係る外国株券及びセントレッ

クスからの上場市場の変更が行われる外国株券のうち、上場

株式数が多大で、株式の分布状況等が特に良好であると認め

られる銘柄については、市場第一部銘柄に指定することがで

きるものとする。 

(4) 市場第二部銘柄への指定替え 

① 指定替え基準 

市場第一部銘柄である外国株券が次のａからｅまでのいずれ

かに該当する場合には、市場第二部銘柄への指定替えを行う。

ａ．上場株式数 

上場株式数が、当取引所の市場における売買単位の２万倍

の数量に相当する数に満たない場合。 

ｂ．分布状況 

本邦内株主の数が2,000人未満である場合において、１か

年以内に2,000人以上とならないとき。 

ｃ．売買高 

近１年間の月平均売買高が、当取引所の市場における売

買単位の40倍の数量に相当する数未満である場合。 

ｄ．上場時価総額 

上場時価総額が20億円に満たない場合において、９か月

（事業改善計画等の提出・公表がない場合は３か月）以内に

20億円以上とならないとき。 

ｅ．債務超過 

上場会社が債務超過の状態となった場合。 

② 申請による指定替え 

上場会社が、市場第一部銘柄から市場第二部銘柄の指定替え

を申請しようとするときは、当取引所所定の申請書を提出する

ものとする。 

(5) 上場廃止 

① 上場廃止基準 

外国株券が次のａからｑまでのいずれかに該当する場合に

は、その上場を廃止する。 

ａ．外国の証券取引所等における上場廃止等 

次の(a)又は(b)に該当する場合。ただし、当該銘柄の外国

の証券取引所等における上場廃止の理由等又は当取引所にお

ける流通の状況その他の事由を勘案して、上場を廃止するこ

とが適当でないと認められるときは、この限りでない。 

(a) 外国の証券取引所に上場されている銘柄については、当

該証券取引所における当該銘柄の上場廃止が決定されたと
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き。 

(b) 外国の組織された店頭市場で取引されている銘柄につい

ては、当該店頭市場における当該銘柄の相場を即時に入手

することができない状態となったと当取引所が認めたと

き。 

ｂ．上場株式数 

上場株式数が、当取引所の市場における売買単位の2,000

倍の数量に相当する数に満たない場合。 

ｃ．株式の分布状況 

本邦内株主の数が150人未満である場合において、１か年

以内に150人以上とならないとき。 

ｄ．売買高 

近１年間の月平均売買高が、当取引所の市場における売

買単位の３倍の数量に相当する数未満である場合。 

ｅ．上場時価総額 

上場時価総額が５億円に満たない場合において、９か月

（事業改善計画等の提出・公表がない場合は３か月）又は上

場時価総額が上場株式数に２を乗じて得た数値に満たない場

合において、３か月以内に当該数値以上とならないとき。 

ｆ．債務超過 

上場会社が債務超過の状態となった場合において、１か年

以内に債務超過の状態でなくならなかったとき。 

ｇ．銀行取引の停止 

上場会社が発行した手形等が不渡りとなり銀行取引が停止

された場合又は停止されることが確実となった場合。 

ｈ．破産手続、再生手続、更生手続若しくは整理 

上場会社が法律の規定に基づく会社の破産手続、再生手

続、更生手続若しくは整理を必要とするに至った場合又はこ

れに準ずる状態になった場合。 

ｉ．営業活動の停止 

上場会社が営業活動を停止した場合又はこれに準ずる状態

になった場合。 

ｊ．不適当な合併等 

次の(a)又は(b)に掲げる場合において、当該(a)又は(b)に

該当すると当取引所が認めた場合 

(a) 上場会社が非上場会社の吸収合併等を行った場合 

当該上場会社が実質的な存続会社でないと当取引所が認

めた場合において、当該上場会社が３か年以内に株券上場

審査基準に準じて当取引所が定める基準に適合しないと

き。 

(b) 上場会社が再上場した場合（当事者がすべて上場会社で

ある場合を除く。） 

当該上場会社が実質的な存続会社でないと当取引所が認

めた場合において、当該上場会社が３か年以内に株券上場
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審査基準に準じて当取引所が定める基準に適合しないと

き。 

ｋ．有価証券報告書又は半期報告書の提出遅延 

２人以上の公認会計士又は監査法人による監査証明府令

第３条第１項の監査報告書又は中間監査報告書（公認会計

士又は監査法人に相当する者による監査証明に相当する証

明に係る監査報告書又は中間監査報告書を含む。）を添付

した有価証券報告書又は半期報告書を、法第24条第１項又

は第24条の５第１項に定める期間の経過後１か月以内に、

内閣総理大臣等に提出しなかった場合 

ｌ．虚偽記載又は不適正意見等 

次の(a)又は(b)に該当する場合 

(a) 上場会社が有価証券報告書等に「虚偽記載」を行い、か

つ、その影響が重大であると当取引所が認めた場合 

(b) 上場会社の財務諸表等に添付される監査報告書又は中間

財務諸表等に添付される中間監査報告書において、公認会

計士等によって、監査報告書については「不適正意見」又

は「意見の表明をしない」旨が、中間監査報告書について

は「中間財務諸表等が有用な情報を表示していない意見」

又は「意見の表明をしない」旨が記載され、かつ、その影

響が重大であると当取引所が認めた場合 

ｍ．上場契約違反等 

上場会社が上場契約について重大な違反を行った場合、当

取引所の規定に基づき提出した宣誓書において宣誓した事項

について重大な違反を行った場合又は上場契約の当事者でな

くなることとなった場合 

ｎ．配当金支払取扱銀行又は株式事務取扱機関の指定 

上場会社が、適時開示規則に規定する配当金支払取扱銀行

又は株式事務取扱機関を指定しないこととなった場合又は指

定しないこととなることが確実となった場合 

ｏ．株式の譲渡制限 

上場会社が株式の譲渡につき制限を行うこととした場合。

ｐ．完全子会社化 

上場会社が株式交換又は株式移転により他の会社の完全子

会社となる場合 

ｑ．その他 

公益又は投資者保護のため、当取引所が当該銘柄の上場廃

止を適当と認めた場合 

② セントレックス上場銘柄の上場廃止基準 

セントレックス上場銘柄である外国株券が次のａからｐまで

のいずれかに該当する場合には、その上場を廃止する。 

ａ．外国の証券取引所等における上場廃止等 

次の(a)又は(b)に該当する場合。ただし、当該銘柄の外国

の証券取引所等における上場廃止の理由等又は当取引所にお
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ける流通の状況その他の事由を勘案して、上場を廃止するこ

とが適当でないと認められるときは、この限りでない。 

(a) 外国の証券取引所に上場されている銘柄については、当

該証券取引所における当該銘柄の上場廃止が決定されたと

き。 

(b) 外国の組織された店頭市場で取引されている銘柄につい

ては、当該店頭市場における当該銘柄の相場を即時に入手

することができない状態となったと当取引所が認めたと

き。 

ｂ．株式の分布状況 

本邦内株主の数が150人未満である場合において、１か年

以内に150人以上とならないとき。 

ｃ．売買高 

近１年間の月平均売買高が、当取引所の市場における売

買単位の10倍の数量に相当する数未満となり、かつ、月平均

値付率が20％未満となり、その後１年間の月平均売買高が当

取引所の市場における売買単位の10倍の数量に相当する数以

上又は月平均値付率が20％以上にならなかったとき。 

ｄ．上場時価総額 

上場時価総額が３億円に満たない場合において、９か月

（事業改善計画等の提出・公表がない場合は３か月）又は上

場時価総額が上場株式数に２を乗じて得た数値に満たない場

合において、３か月以内に当該数値以上とならないとき。 

ｅ．債務超過 

上場会社が債務超過の状態となった場合において、１か年

以内に債務超過の状態でなくならなかったとき。 

ｆ．銀行取引の停止 

上場会社が発行した手形等が不渡りとなり銀行取引が停止

された場合又は停止されることが確実となった場合。 

ｇ．破産手続、再生手続、更生手続若しくは整理 

上場会社が法律の規定に基づく会社の破産手続、再生手

続、更生手続若しくは整理を必要とするに至った場合又はこ

れに準ずる状態になった場合。 

ｈ．営業活動の停止 

上場会社が営業活動を停止した場合又はこれに準ずる状態

になった場合。 

ｉ．不適当な合併等 

次の(a)又は(b)に掲げる場合において、当該(a)又は(b)に

該当すると当取引所が認めた場合 

(a) 上場会社が非上場会社の吸収合併等を行った場合 

当該上場会社が実質的な存続会社でないと当取引所が認

めた場合において、当該上場会社が３か年以内に株券上場

審査基準に準じて当取引所が定める基準に適合しないと

き。 
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(b) 上場会社が再上場した場合（当事者がすべて上場会社で

ある場合を除く。） 

当該上場会社が実質的な存続会社でないと当取引所が認

めた場合において、当該上場会社が３か年以内に株券上場

審査基準に準じて当取引所が定める基準に適合しないと

き。 

ｊ．有価証券報告書又は半期報告書の提出遅延 

２人以上の公認会計士又は監査法人による監査証明府令

第３条第１項の監査報告書又は中間監査報告書（公認会計

士又は監査法人に相当する者による監査証明に相当する証

明に係る監査報告書又は中間監査報告書を含む。）を添付

した有価証券報告書又は半期報告書を、法第24条第１項又

は第24条の５第１項に定める期間の経過後１か月以内に、

内閣総理大臣等に提出しなかった場合 

ｋ．虚偽記載又は不適正意見等 

次の(a)又は(b)に該当する場合 

(a) 上場会社が有価証券報告書等に「虚偽記載」を行い、か

つ、その影響が重大であると当取引所が認めた場合 

(b) 上場会社の財務諸表等に添付される監査報告書又は中間

財務諸表等に添付される中間監査報告書において、公認会

計士等によって、監査報告書については「不適正意見」又

は「意見の表明をしない」旨が、中間監査報告書について

は「中間財務諸表等が有用な情報を表示していない意見」

又は「意見の表明をしない」旨が記載され、かつ、その影

響が重大であると当取引所が認めた場合 

ｌ．上場契約違反等 

上場会社が上場契約について重大な違反を行った場合、当

取引所の規定に基づき提出した宣誓書において宣誓した事項

について重大な違反を行った場合又は上場契約の当事者でな

くなることとなった場合 

ｍ．配当金支払取扱銀行又は株式事務取扱機関の指定 

上場会社が、適時開示規則に規定する配当金支払取扱銀行

又は株式事務取扱機関を指定しないこととなった場合又は指

定しないこととなることが確実となった場合 

ｎ．株式の譲渡制限 

上場会社が株式の譲渡につき制限を行うこととした場合。

ｏ．完全子会社化 

上場会社が株式交換又は株式移転により他の会社の完全子

会社となる場合 

ｐ．その他 

公益又は投資者保護のため、当取引所が当該銘柄の上場廃

止を適当と認めた場合 

(6) 上場関係料金 

① 新規上場手数料等 
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ａ．上場審査料 

100万円とする。 

 

ｂ．新規上場手数料 

300万円に、上場株式数を当取引所の市場における売買単

位の数量で除して得た数に26円を乗じて得た金額を加算した

額とする。 

② 年間上場料等 

ａ．年間上場料 

上場株式数のうち、当取引所の市場における売買単位の１

万倍の数量に相当する数以下の株式数につき15万円、１万倍

を超え４万倍に相当する数以下の株式数につき2,000倍に相

当する数以下を増すごとに１万２千円、４万倍を超え12万倍

に相当する数以下の株式数につき4,000倍に相当する数以下

を増すごとに１万２千円、12万倍を超え20万倍に相当する数

以下の株式数につき１万倍に相当する数以下を増すごとに１

万２千円、20万倍を超え100万倍に相当する数以下の株式数

につき10万倍に相当する数以下を増すごとに１万２千円、

100万倍を超え200万倍に相当する数以下の株式数につき20万

倍に相当する数以下を増すごとに１万２千円、200万倍に相

当する数を超える株式数につき40万倍に相当する数以下を増

すごとに１万２千円とする。 

ｂ．追加上場手数料 

１株当たりの払込金額に新たに上場する株式数を乗じて得

た金額の万分の5.2とする。 

 

２．売買制度 

(1) 売買の種類 

普通取引及び当日取引の２種類とする。 

 

(2) 売買単位 

時価を基準として1,000株、500株、100株、50株、10株又は１

株とする。 

 

(3) 円滑な流通の確保 

外国株券について、幹事証券会社である取引参加者は、当取引

所の市場における当該外国株券の円滑な流通の確保に努めるもの

とする。 

 

３．決済制度 

(1) 口座振替による受渡し 

取引参加者は、顧客から外国株券の売買の委託を受けたとき

は、当該顧客のために口座を設定し、売付け又は買付けに係る当

 

・有価証券上場規程の取

扱い要領10 

 

・上場手数料等に関する

規則第２条第２項 

 

 

 

・上場手数料等に関する

規則第３条第２項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・上場手数料等に関する

規則第２条第２項 

 

 

 

・業務規程第９条第１項

第２号 

 

・業務規程第15条第１号

ｃ、外国株券の売買単

位に関する規則 

 

・業務規程第68条 

 

 

 

 

 

・受託契約準則第26条 
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該外国株券の受渡しを、その口座の振替により行うものとする。

(2) 外国証券取引口座 

顧客は、取引参加者に外国証券取引口座を設定している場合に

は、外国株券の取引所における売買その他の取引については、当

取引所が定める規定に従い行うものとする。 

(3) 外国証券取引口座に関する約款の交付等 

取引参加者は、顧客から外国株券の売買の委託を受け、当該顧

客のために口座を設定しようとするときは、当該顧客に取引参加

者の定める外国証券取引口座に関する約款を交付し、当該顧客か

ら当該約款に基づく口座の設定を申し込む旨を記載した申込書の

提出を受けるものとする。 

(4) 売付外国株券の事前預託 

顧客は、外国株券の売付けを取引参加者に委託する場合には、

当該委託の時までに、その売付外国株券を、取引参加者又は決済

会社の参加者に設けられた口座に振り込まなければならない。 

 

４．定率負担金 

内国株券と同様とする。 

 

５．その他 

(1) 信用取引の禁止 

取引参加者は、外国法人の発行する株券について、信用取引を

行ってはならない。 

(2) 上場審査料等の支払期日 

新規上場申請者等は、当取引所が定める金額の上場審査料等

を、上場申請日が属する月の翌月末日までに支払うものとする。

 

(3) 市場第一部銘柄指定審査料 

上場株券の市場第一部銘柄への指定を申請する者は、市場第一

部銘柄指定審査料として、100万円を支払うものとする。 

(4) その他 

その他所要の規定整備を行う。 

 

 

・受託契約準則第３節の

２ 

 

 

・受託契約準則第３条の

２ 

 

 

 

 

・受託契約準則第８条の

２ 

 

 

 

 

 

 

 

・信用取引・貸借取引規

程第３条 

 

・有価証券上場規程第６

条、第７条の２、第12

条の４ 

 

・有価証券上場規程第13

条の２ 

 

 

Ⅲ．施 行 日 

金融庁の認可が得られ次第施行する。 

以  上 
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平成 17 年５月 25 日 

 

名証ＩＲエキスポ２００５等開催概要について 

 

１．名証ＩＲエキスポ２００５ 

 

● 主 催  株式会社 名古屋証券取引所 

● 後 援  日本証券業協会、社団法人日本証券アナリスト協会 

● 協 賛  日本インベスター･リレーションズ協議会 

● 内 容   

◆ 日 程  ７月 15 日（金）（9:45～17:15） 

７月 16 日（土）（9:45～17:30 ※受付開始は 9:30～） 

◆ 場 所  名古屋市中小企業振興会館 吹上ホール 

◆ 出展企業数  約１１０社 

◆ 催事内容 

7 月 15 日（金）アナリスト等証券専門家・証券営業担当者向け（入場無料・事前予約制） 

 

 

 

 

 

 

個別面談 各企業ブースにて、アナリストと個別面談 

企業説明会 会議室に多数のアナリストを集めての説明会 

トップ懇親会 
アナリストと出展企業の交流の場として、ランチパーティー

を実施（ＩＲエキスポ 10 回出展企業の記念表彰を予定） 

 

 

◆ 入
 

7 月 16 日（土）一般投資家向け（入場無料・事前登録制） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

自由面談 一般投資家が自由に企業ブースを訪問 

ブースツアー 
スタッフが一般投資家を連れてツアー形式で企業ブースを

訪問 

カジュアルミーティング 
一般投資家の少人数グループに対して、企業トップが、和や

かな雰囲気の中で自社をアピール 

ミニ説明会 
自社に興味のある一般投資家を企業ブースに招き、説明会を

実施 

株式講演会 経済評論家の杉村富生氏による株式講演会 

ニューフェイス 

  トップインタビュー 

昨年８月以降上場した企業トップに対してラジオ NIKKEI「発

掘！未来企業」の公開録音を実施 

トッププレゼンテーション
会場内特設エリアにおいて、企業トップが説明会形式で多数

の投資家に向けて自社をアピール 

隣接会場にて、証券会社の主催によりＩＲエキスポの協賛イ
 証券会社協賛セミナー 
ベントとして大規模のセミナーを実施 

場方法（事前登録方法） 

名証ホームページ（http://www.nse.or.jp/ir/ir2005/index.html）又は各

店頭備え付けの専用ハガキにて申込み 

1 
資料３
証券会社



 

２．名証ＩＲエキスポプレイベント 「植木靖男氏」講演会 

名証ＩＲエキスポ 2005 のプレイベントとして、植木靖男氏による講演会を実施 

◆ 日 程  ６月 15 日（水）（19:00～20:00） 

◆ 場 所  名証インフォメーションセンター（ＭＩＣ） 

◆ 来場予定者  一般投資家（入場無料・事前予約制） 

◆ 講 師  植木 靖男氏（株式評論家） 

 

 

以 上 
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名証ＩＲエキスポ2005出展企業一覧

新規 コード 会社名 新規 コード 会社名

★ 4206 アイカ工業㈱ 9502 中部電力㈱

7283 愛三工業㈱ 5386 ㈱鶴弥

7259 アイシン精機㈱ ★ 3401 帝人㈱

★ 5482 愛知製鋼㈱ 4349 ㈱テスク

6718 アイホン㈱ 6902 ㈱デンソー

6899 ＡＳＴＩ㈱ ★ 3351 店舗流通ネット㈱

9935 あずみ㈱ 4045 東亞合成㈱

7412 ㈱アトム ★ 3346 ２１ＬＡＤＹ㈱

2753 ㈱あみやき亭 5191 東海ゴム工業㈱

7475 アルビス㈱ 8071 東海物産㈱

7630 ㈱壱番屋 6995 ㈱東海理化

★ 3366 ㈱一六堂 ★ 1766 東建コーポレーション㈱

7266 ㈱今仙電機製作所 9533 東邦ガス㈱

2209 井村屋製菓㈱ 6655 東洋電機㈱

3324 ㈱エイペックス 7648 ㈱トーカン

2730 ㈱エディオン 1892 徳倉建設㈱

★ 4567 ㈱エフェクター細胞研究所 3585 ㈱ﾄﾑｽ･ｴﾝﾀﾃｲﾝﾒﾝﾄ

8891 ㈱エムジーホーム 6206 豊田工機㈱

7485 岡谷鋼機㈱ 7282 豊田合成㈱

★ 6645 オムロン㈱ 7203 トヨタ自動車㈱

9951 ㈱カーマ ★ 6201 ㈱豊田自動織機

5979 カネソウ㈱ ★ 8015 豊田通商㈱

5984 兼房㈱ 9058 トランコム㈱

8160 ㈱木曽路 ★ 2447 ㈱ＮｏｗＬｏａｄｉｎｇ

9368 キムラユニティー㈱ 6797 名古屋電機工業㈱

8745 グローバリー㈱ 7943 ニチハ㈱

3320 クロスプラス㈱ 4463 日華化学㈱

2681 ㈱ゲオ 6271 ㈱ニッセイ

2580 ｺｶ･ｺｰﾗ ｾﾝﾄﾗﾙ ｼﾞｬﾊﾟﾝ㈱ 6651 日東工業㈱

7945 コマニー㈱ 1738 ㈱ＮＩＴＴＯＨ

3739 コムシード㈱ ★ 5334 日本特殊陶業㈱

★ 2780 ㈱コメ兵 1956 日本電話施設㈱

2734 ㈱ｻｰﾗｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝ 9956 ㈱バロー

9900 ㈱サガミチェーン 7593 ＶＴホールディングス㈱

8130 ㈱サンゲツ 7870 福島印刷㈱

★ 8904 ㈱ｻﾝﾖｰﾊｳｼﾞﾝｸﾞ名古屋 6142 富士精工㈱

1936 シーキューブ㈱ ★ 7241 フタバ産業㈱

9104 ㈱商船三井 6448 ブラザー工業㈱

9969 ㈱ショクブン 2592 ㈱ﾎﾟｯｶｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝ

★ 6339 新東工業㈱ 6749 マスプロ電工㈱

7607 ㈱進和 ★ 8235 ㈱松坂屋

6948 住友電装㈱ 3422 ㈱丸順

7896 セブン工業㈱ 4236 未来㈱

6430 ダイコク電機㈱ 7220 武蔵精密工業㈱

4649 大成㈱ 1869 名工建設㈱

9793 ㈱ダイセキ 6676 ㈱メルコホールディングス

7245 大同メタル工業㈱ 7488 ㈱ヤガミ

6470 大豊工業㈱ 8919 ㈱やすらぎ

2902 太陽化学㈱ 4732 ㈱ユー・エス・エス

7875 竹田印刷㈱ ★ 8599 UFJセントラルリース㈱

3952 中央紙器工業㈱ 2806 ユタカフーズ㈱

8530 ㈱中京銀行 ★ 7765 リコーエレメックス㈱

8513 中部証券金融㈱ ★ 4681 リゾートトラスト㈱

2053 中部飼料㈱ 5947 リンナイ㈱

　　上記は５月２５日現在の出展確定企業

★：新規出展


